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平成２５年７月１５日(月)９時１３分頃、千歳線上野幌～北広島間で発生した、札幌９

時０４分発 釧路行き 特急スーパーおおぞら３号の配電盤から出火したトラブルについ

て、その後判明した原因及び対策については以下のとおりです。

１．トラブル原因

当該車両(キロ２８２－２号)のサービス配電盤内の室内送風機接触器(ＥＦＫ)に接続さ

れていた、２つの配線の端子同士が接触する面積が少なくなり、そのために抵抗が増加し

て発熱したものです。

なお、端子同士が接触する面積が少なくなった原因は、取り付けるビスに弛みがあった

と考えています。

また、ＡＴＳのバリスタ損傷については、サービス配電盤内の４４０Ｖ回路が地面とア

ースしている車体につながり、同じく車体によりアースしているＡＴＳ受信器へ流れ込み、

ＡＴＳ基板内の回路を保護するバリスタを導通させたものです。バリスタが導通したこと

により、ＡＴＳ基板のその他の部品に異常は見られませんでした。

２．対策

接触器等の機器の取替えを行う行程(組立工程)において、機器取替や配線工事等を行っ

た際は、機器取付、配線作業後に後確認を行うとともに、再度車両を工場から出場させる

際の最終検査工程においても確認を行っていきます。
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